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地
元
の
温
泉
を
も
り
立
て

た
い
｜
｜
森
本
祥
一
ゼ
ミ
の

福
井
瑞
来
さ
ん
（
経
営
４
）

の
論
文
が
、
日
本
温
泉
地
域

学
会
（
本
部
・
長
崎
県
佐
世

保
市
）
が
発
行
す
る
学
術
論

文
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

福
井
さ
ん
は
近
年
、
下

呂
温
泉
（
岐
阜
県
）
が
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

憂
慮
、「
な
ん
と
か
地
元
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い

で
研
究
、
２
年
間
の
成
果
が

花
開
い
た
。
さ
ら
に
研
究
を

重
ね
、
こ
の
論
文
は
卒
業
論

文
と
し
て
仕
上
が
っ
た
。

　
福
井
さ
ん
は
下
呂
市
出

身
。
飛
驒
沿
い
の
深
い
山
あ

い
に
あ
る
下
呂
温
泉
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
な
じ
み
の
温

泉
だ
。
泉
質
は
無
色
透
明
の

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で

「
入
湯
す
る
と
肌
が
つ
る
つ

る
す
る
美
人
の
湯
」
と
福
井

さ
ん
。
リ
ッ
ト
ル
単
位
で
温

泉
の
湯
が
買
え

る
ス
タ
ン
ド
を

利
用
し
、
自
宅
で
温
泉
気
分

を
味
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
儒
学
者
・
林

羅
山
に
よ
り
、
兵
庫
県
の
有

馬
温
泉
、
群
馬
県
の
草
津
温

泉
と
と
も
に
日
本
３
名
泉
と

称
さ
れ
た
下
呂
温
泉
。
と
こ

ろ
が
全
国
で
の
人
気
は
い
ま

ひ
と
つ
。
下
呂
温
泉
の
宿
泊

者
数
は
１
９
９
０
年
度
の
１

６
５
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
、
２
０
１
４
年
度
は
98
万

人
に
落
ち
て
い
る
。
団
体
旅

行
客
の
減
少
が
目
立
つ
。

　
そ
ん
な
状
況
を
地
元
で
み

て
き
た
福
井
さ
ん
は
、「
情

報
を
活
用
し
た
経
営
課
題
や

社
会
問
題
の
解
決
」
に
取
り

組
む
森
本
ゼ
ミ
に
入
り
、
温

泉
の
魅
力
向
上
に
何
が
必
要

か
調
べ
た
。
米
ツ
ー
リ
ズ
ム

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ア
ラ
ン

・
フ
ォ
ー
バ
ス
が
唱
え
る
観

光
振
興
の
決
め
手
「
ア
ト
ラ

ク
テ
ィ
ブ
ス（
誘
客
要
素
）」

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。

　
比
較
し
た
の
は
日
本
温
泉

協
会
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
こ
こ

10
年
ほ
ど
１
位
を
キ
ー
プ
し

て
い
る
草
津
温
泉
。
福
井
さ

ん
は
両
温
泉
の
旅
館
協
同
組

合
、
観
光
協
会
、
市
観
光
課

な
ど
を
訪
ね
回
り
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
調
査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
▽
集
中
管
理

シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
た
観
光

名
所
の
考
案
▽
温
泉
を
利
用

し
た
観
光
施
設
の
設
置
▽
温

泉
内
に
あ
る
博
物
館
強
化
▽

Ａ
Ｒ
（

拡
張
現
実
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
現

実
の
風
景
に
情
報
を
重
ね
合

わ
せ
て
表
示
す
る
技
術
）
に

よ
る
観
光
客
の
誘
導
｜
｜
を

提
案
。「
強
力
な
誘
引
要
素

が
あ
れ
ば
、
集
客
が
見
込
ま

れ
る
」
と
話
す
。

　
論
文
は
、
指
導
の
森

本
准
教
授
と
連
名
で
日
本
温

泉
地
域
学
会
の
論
文
誌
『
温

泉
地
域
研
究
』（
15
年
９

月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
森
本

准
教
授
は
「
学
術
論
文
誌
に

学
部
生
の
論
文
が
載
る
の
は

極
め
て
珍
し
い
。
問
題
意
識

を
も
っ
て
何
度
も
現
地
に
足

を
運
び
、
聞
き
取
り
を
重
ね

た
成
果
」
と
た
た
え
た
。

　
私
が
大
学
生
活
で
打
ち
込

ん
で
い
る
活
動
の
一
つ
が
、

毎
週
土
曜
日
深
夜
24
時
か
ら

Ｆ
Ｍ
西
東
京
（84 .2 MHz

）

で
放
送
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
番

組
『
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
ク
ー

ル
』
で
す
。
学
生
参
加
の
番

組
と
し
て
、
10
大
学
か
ら
集

ま
る
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
前
に
所
属
し
て
い
た
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
の
「
地

域
支
縁
団
体
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
」
で

の
活
動
を
終
え
、
大
学
生
活

を
ど
う
送
る
か
迷
っ
て
い
た

１
年
次
生
の
冬
、「
今
、
や

り
た
い
こ
と
は
何
か
？
」

と
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
た

時
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
、

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
「
ラ

ジ
オ
」
で
し
た
。
番
組
の
存

在
を
知
り
、参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
週
、
西
東
京
市
に
あ
る

局
に
集
ま
り
、
番
組
収
録
に

臨
ん
で
い
ま
す
。
企
画
構

成
、
ミ
キ
サ
ー
操
作
、
収
録

音
源
の
編
集
作
業
な
ど
番
組

に
関
係
す
る
す
べ
て
を
大
学

生
が
担
当
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
番
組
コ
ン
セ
プ
ト

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
掲

げ
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
育
友
会
奨
励
賞
に
応
募
し

た
理
由
の
一
つ
に
「
多
く
の

人
に
番
組
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
奨
励
賞
に
選
ん
で

い
た
だ
き
、「
ニ
ュ
ー
ス
専

修
」
や
会
報
「
育
友
」
と
い

う
場
で
番
組
の
紹
介
が
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｍ
西
東
京
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
日
本
全
国
か
ら
サ
イ

マ
ル
放
送
に
よ
り
聴
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
『
ミ
ッ

ド
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
』
を
聴

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
４
年
次
生
に
な

る
私
を
含
め
た
２
期
生
メ
ン

バ
ー
13
人
は
、
代
替
わ
り
で

後
輩
た
ち
に
番
組
を
託
し
、

主
な
活
動
を
終
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
た
の
も
、
す
て
き

な
仲
間
と
縁
あ
っ
て
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ

り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
好

奇
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

現
場
や
居
住
制
限
区
域
を
視

察
、
仮
設
住
宅
で
人
々
と
交

流
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
の
学
生

た
ち
が
福
島
の
現
状
に
理
解

を
示
し
た
と
き
「
や
っ
て
よ

か
っ
た
」と
心
か
ら
思
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
の
多
様
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
た
い
。
休
学

し
14
年
８
月
か
ら
半
年
間
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
過
ご
し
た
。
障
が

い
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
生

活
し
、
勉
強
を
教
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
実
は
「
障
が
い
者
に
関
す

る
知
識
も
な
く
子
ど
も
も
苦

手
だ
っ
た
」
と
い
う
。
戸
惑

い
、
葛
藤
す
る
日
々
。
一
度

だ
け
「
き
ょ
う
は
授
業
な

し
！
」
と
出
て
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以

来
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
を

改
め
た
。
現
地
の
ス
タ
ッ
フ

に
相
談
し
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
を

猛
勉
強
す
る
う
ち
に
、
子
ど

も
た
ち
も
授
業
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
苦
手

意
識
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
滞
在
中
は
マ
ラ
リ
ア
に
感

染
、
習
慣
の
違
い
に
困
惑
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ア
フ

リ
カ
へ
の
思
い
は
冷
め
な

い
。「
雄
大
な
自
然
、
陽
気
な

人
々
…
…
。援
助
で
は
な
く
、

人
間
同
士
、
楽
し
く
関
わ
り

た
い
」と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
大
学
で
は
岡
田
憲
治
教

授
、
広
瀬
崇
子
教
授
の
下
、

政
治
学
を
学
ん
だ
。「
大
学

で
の
学
び
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
と
両
方
大
事
だ
と
理
解

で
き
た
４
年
間
だ
っ
た
」。

卒
業
後
は
旅
行
会
社
に
勤

め
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
な

ど
を
企
画
す
る
。
ハ
ム
ナ
シ

ー
ダ
の
精
神
で
、「
よ
り
多

く
の
人
が
ア
フ
リ
カ
を
知
る

き
っ
か
け
を
作
り
た
い
」
と

希
望
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　「
ハ
ム
ナ
シ
ー
ダ
」
｜
問

題
な
い
、
と
い
う
意
味
の
ス

ワ
ヒ
リ
語
。
白
川
千
尋
さ
ん

（
法
４
）が
好
き
な
言
葉
だ
。

　
白
川
さ
ん
の
大
学
生
活
は

ア
フ
リ
カ
抜
き
に
は
語
れ
な

い
。「
ア
フ
リ
カ
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
で
、
多
様
な
生

き
方
や
考
え
方
を
学
ん
だ
」

と
振
り
返
る
。

　
高
校
の
授
業
を
き
っ
か
け

に
関
心
を
抱
き
、
２
年
次
に

学
外
サ
ー
ク
ル
「
日
本
ル
ワ

ン
ダ
学
生
会
議
」
に
参
加
。２

０
１
３
年
に
は
ル
ワ
ン
ダ
に

渡
っ
た
。
根
底
に
あ
る
の
は

　「
自
分
で
学
び
、
体
験
す
る

こ
と
が
大
事
」と
の
思
い
だ
。

　
白
川
さ
ん
は
福
島
第
一
原

発
事
故
で
避
難
区
域
に
な
っ

て
い
る
福
島
県
双
葉
町
出

　
囲
碁
部
の
大
関
稔
さ
ん

（
二
部
商
１
）
が
学
生
囲
碁

の
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル
２
冠
を

獲
得
し
た
。

　
昨
年
の
全
日
本
学
生
囲
碁

十
傑
戦
（
主
催

朝
日
新
聞

社
、
11
月
21
・
22
日
）
と
、

全
日
本
学
生
囲
碁
王
座
戦

（
主
催

日
本
経
済
新
聞

社
、12
月
21
・
22
日
）
で
い
ず

れ
も
優
勝
を
果
た
し
た
。
８

月
に
行
わ
れ
た
学
生
本
因
坊

決
定
戦
（
主
催

毎
日
新
聞

社
）で
は
準
優
勝
し
て
お
り
、

学
生
３
大
タ
イ
ト
ル
の
中
で

圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

　
「
今
ま
で
は
あ
と
一
歩
の

と
こ
ろ
で
ト
ッ
プ
に
手
が
届

か
な
か
っ
た
の
で
今
回
の
二

つ
の
優
勝
は
う
れ
し
い
と
同

時
に
ほ
っ
と
し
た
。
今
後
は

楽
し
ん
で
碁
を
打
ち
た
い
」

と
喜
び
を
表
し
た
。

　
専
大
生
の
囲
碁
十
傑
戦
優

勝
は
２
０
０
７
年
、
08
年
と

連
覇
し
た
花
巻
未
生
さ
ん

（
平
22
経
済
）
以
来
。

　
大
関
さ
ん
は
神
奈
川
県
藤

沢
市
出
身
。
ブ
ー
ム
を
巻
き

起
こ
し
た
囲
碁
漫
画
「
ヒ
カ

ル
の
碁
」
に
影
響
さ
れ
、
小

２
の
時
、
友
だ
ち
に
誘
わ
れ

近
所
の
囲
碁
教
室
に
行
っ
た

の
が
き
っ
か
け
。
囲
碁
の
面

白
さ
に
取
り
つ
か
れ
、
メ
キ

メ
キ
頭
角
を
現
し
た
。
師
匠

は
小
島
高
穂
九
段
。

　
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
少

年
少
女
囲
碁
全
国
大
会
に
２

度
出
場
、
小
６
で
準
優
勝
と

な
っ
た
。
日
本
棋
院
の
院
生

と
な
り
、
プ
ロ
を
目
指
し
た

が
、「
も
う
少
し
の
と
こ
ろ

で
」、
試
験
で
不
合
格
と
な

り
断
念
。
昨
年
、
専
大
に
入

学
し
た
。

　
専
大
を
選
ん
だ
の
は
「（
現

在
、
３
部
リ
ー
グ
の
）
専
大

囲
碁
部
を
花
巻
さ
ん
の
時
代

の
よ
う
に
強
く
し
た
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
専
大
囲
碁
部
は
、
関
東
学

生
囲
碁
連
盟
団
体
戦
の
５
部

リ
ー
グ
か
ら
半
年
ご
と
に
昇

格
を
続
け
08
年
秋
に
１
部
リ

ー
グ
に
。
そ
の
後
、
５
回
連

続
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
残

し
た
。
そ
の
立
役
者
が
花
巻

さ
ん
だ
。

　
念
願
の
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル

で
優
勝
を
遂
げ
た
大
関
さ

ん
。
囲
碁
の
魅
力
を
「
打
つ

手
に
正
解
が
な
く
、
思
考
力

と
多
様
性
が
表
現
で
き
る
と

こ
ろ
」
と
言
う
。
囲
碁
部
長

の
内
野
明
商
学
部
教
授
は

「
彼
は
ま
だ
１
年
次
生
、
意

欲
に
満
ち
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
活
躍
す
る
は
ず
だ
」
と

期
待
す
る
。

身
。
だ
が
身
近
す
ぎ
る
問
題

ゆ
え
「
考
え
る
の
を
避
け
て

い
た
」。
し
か
し
、
大
虐
殺

の
歴
史
を
乗
り
越
え
経
済
発

展
を
遂
げ
る
ル
ワ
ン
ダ
で
、

大
気
汚
染
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の

側
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る

う
ち
に
、
自
身
の
中
に
「
福

島
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
。「
日
本
人
の
多
く
が
ル

ワ
ン
ダ

危
険
と
考
え
る
よ

う
に
、
ル
ワ
ン
ダ
で
は
事
故

後
、
日
本

危
険
と
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
い
た
。

本
当
は
ど
う
な
の
か
、
自
分

で
見
て
考
え
、
判
断
す
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
」

　
帰
国
後
、
学
生
会
議
の
代

表
と
な
り
、
そ
の
年
の
暮
れ

に
ル
ワ
ン
ダ
の
学
生
４
人
を

招
致
し
た
。
同
県
内
の
除
染

▲　スタジオで収録中

▶
　
下
呂
温
泉
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
げ
ろ
ぐ
る
く
ん
」の
前
で

故
郷
の

魅
力
ア
ッ
プ
を

大
関
　
稔
さ
ん
（
二
部
商
１
）

十 

傑
王 
座

学生囲碁２冠
本
因
坊
も
準
優
勝

▲　十傑戦での対局

福
井
　
瑞
来
さ
ん
（
経
営
４
）

寄稿 中澤　大伸さん （文３）
Ｆ
Ｍ
番
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

研
究
論
文
が
学
会
誌
に

　
第
16
回
育
友
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
中
澤

大
伸
さ
ん
（
文
３
）
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

の
学
生
向
け
番
組
に
参
加
し
て
い
る
。
寄
稿

を
紹
介
し
よ
う
。

私
を
育
て
た
ア
フ
リ
カ

白
川
　
千
尋
さ
ん
（
法
４
）

▲　タンザニアで子どもたちに勉強を

教える白川さん＝２０１４年10月


